
令和７年度 第１回 小山町総合教育会議 次第 
 

                 日時 令和８年２月２６日(木) 15:30～

場所 小山町役場 ４階会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 町長あいさつ 

 

 

３ 教育長あいさつ 

 

 

４ 会議事項 

 

第３次小山町教育大綱について 

 

 

 

   小中一貫校化の進捗状況について 

 

 

 

５ その他 

 

 

 

６ 閉 会 

 

 



 
 

第 3次 小山町 教育大綱 
 

 

～「富士山頂のあるまち」「金太郎生誕の地」にふさわしい 

元気で、明るく、心豊かな人づくり ～ 

 

 

 

 

 

令和８年４月 

小 山 町  



１ 

 

１ 策定の趣旨 

小山町教育大綱（以下、「大綱」という。）は、町における教育、学術及び文化の

振興に関する総合的な施策として、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

条の３の規定に基づき、町長が小山町総合教育会議（町長、教育委員会で構成）で

の協議を踏まえ、策定するものです。 

 

２ 位置付け 

（１）定義 

大綱は、町における教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策について、

その目標や施策の根本となる方針を定めるものです。策定に当たっては、国の教

育振興基本計画における基本的な方針を参酌し、地域の実情に応じて定めること

とされています。 

 

（２）町総合計画及び町教育振興基本計画との関係 

大綱は、町政運営の総合的な指針を定めた「第５次小山町総合計画後期基本計

画」及び「第２次小山町教育振興基本計画」と整合を図っています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画期間 

  計画期間は令和８年度から１２年度までの５年間とし、必要に応じて見直すこと

とします。 

  ※「第５次小山町総合計画後期基本計画」の計画期間に合わせています。 

整合 

第５次小山町総合計画 

後期基本計画（R8～R12） 

【国】 

第４期教育振興 

基本計画（R5～R9） 

●小山町教育大綱の位置付け 

参酌 

整合 総合教育会議 
（町長・教育委員会） 

第２次小山町教育振興

基本計画（R8～R17） 

協議 



２ 

 

４ 基本理念 

  

      「富士山頂のあるまち」「金太郎生誕の地」にふさわしい 

元気で、明るく、心豊かな人づくり 

 

 

５ 基本方針 

（１）誰一人取り残さない教育の推進と持続的に学び続ける人材の育成 

  ・基礎・基本の確実な定着を図りつつ、思考力・判断力・表現力の向上と主体的・

対話的で深い学びを推進し、「確かな学力」を育成します。 

・個別最適な学び・協働的な学びの一体的充実やインクルーシブ教育システム（※）

の推進による多様な教育ニーズへ対応します。 

・道徳教育、人権教育の充実、様々な体験活動、多世代交流を通じて、自己肯定

感と「豊かな心」を育成し、社会性の習得に努めます。 

・スポーツ・レクリエーション活動や食育を通じて健康づくりを進め、体力を増

進するとともに、「健やかな体」を育成します。 
 

※インクルーシブ教育システム：人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的

な能力等を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とす

るとの目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み（障害者の権利に関する

条約第 24 条） （出典：国立特別支援教育総合研究所ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）郷土に誇りと愛着を持つ教育の推進 

  ・子どもたちが自ら郷土に誇りと愛着を持つことができるよう、小山町の自然環

境、歴史、文化等を体験的に学ぶ機会を提供します。 

 

 

 

 

改正のポイント 

・学力の育成に向け、「思考力・判断力・表現力」の向上、および「主体的・対話的で深い

学び」の推進を具体的に明記した。 

・「多様な教育ニーズへの対応」は、多様な個性や特性、背景を有する子どもが多くなって

る実態に向き合うために追加した。 

・「豊かな心」の育成において、「自己肯定感」の醸成を盛り込んだ.。 



３ 

 

（３）未来へ飛翔する人材の養成 

・子どもの語学力やコミュニケーション能力の向上を図るほか、国際交流を通じ

て、多文化理解と幅広い視野を持つグローバル人材の養成を図ります。 

   ・探究活動や地域連携の質の高い学習を推進し、次世代のまちづくりを担うリー

ダーの育成を図ります。 

・教育ＤＸを推進し、ＩＣＴの活用など、時代に即応した教育環境を整備し、情

報活用能力などデジタル社会に生きる力を身につけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域社会全体で取り組む教育の推進 

  ・コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を核とし、家庭、地域、学校

が連携して様々な教育活動に取り組み、子どもの健やかな成長を支えます。 

  ・家庭教育の自主性を尊重しつつ、子育て相談や就学援助等の活用を通じて、地

域社会全体で家庭教育を支援します。 

 

 

 

 

 

 

（５）安全・安心で質の高い教育環境の整備 

・乳幼児期にふさわしい遊びや生活の充実を図り、生きる力の基礎となる心情・

意欲・態度、基本的生活習慣など、生涯にわたる人間形成の基礎を培います。 

・子育て相談や児童の放課後支援等を充実し、子育てしやすい環境を整備します。 

・教育施設の計画的な維持管理、安全点検の徹底、防犯・防災教育の充実により、

安全で快適な学びの場を確保します。 

・いじめの防止と生命尊重の教育を推進し、すべての子どもが安心して過ごせる

学校づくりに努めます。 

改正のポイント 

・地域、学校、家庭の連携・協働活動の柱として「コミュニティ・スクール」の役割を明確

に位置づけた。 

・家庭教育支援において、従来の相談事業に加え「就学援助等の活用」に言及し、経済的な

視点を含めた総合的な支援体制を意識した。 

改正のポイント 

・グローバル視点の拡充として、語学力向上に加え、「多文化理解」と「幅広い視野」を追記

した。 

・探究学習や地域連携学習の推進による次世代リーダー育成とした。 

・教育ＤＸを推進することを明記した。 



４ 

 

・障がいの有無にかかわらず、町民誰もが互いに人格と個性を尊重し支え合って

共生する社会の実現を目指し、ユニバーサルデザインに配慮した取組を推進し

ます。 

・小中一貫教育を推進し、少子化・人口減少社会に対応したより豊かな学びの環

境を整えます。 

・県立小山高等学校との連携を強化し、０歳から１８歳までの一貫した魅力的な

教育を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）生涯学習の推進 

・町民が生涯にわたって主体的に学び続け、心身共に健康で豊かな暮らしを実現 

できるよう、多様な学習機会の提供と学習成果の発表・発信の場を充実します。 

・学習を通じて人と人とがつながり、交流を深める豊かな地域社会づくりを目指

し、生涯学習を推進します。 

・図書館サービスを充実させ、幼少期からの読書活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）文化芸術活動の振興 

  ・町民が文化芸術に親しみ、地域への誇りや愛着を持てるよう、鑑賞・体験・発  

表機会の提供と充実を図ります。 

・地域で行う文化芸術活動を支援するほか、町内の貴重な歴史文化資源の保存・

活用に努め、文化の継承と担い手の育成を推進します。 

 

 

 

 

 

改正のポイント 

・「学習成果の発表・発信の場」の充実を明記し、学習意欲を持続させる仕組みづくりを重

視した。 

・「図書館サービス」の充実と「幼少期からの読書活動」の推進を具体的な項目として追加

した。 

改正のポイント 

・文化芸術に加え、町の財産である「歴史文化資源の保存・活用」に明確に言及し、文化・

歴史を一体として振興する方針を示した。 

・文化の継承と「担い手の育成」を支援することを明記し、活動の持続可能性を高める視点

を加えた。 

改正のポイント 

・「安全点検の徹底」、「防犯・防災教育」を一文にまとめた。 

・いじめ防止や命の大切さ教育は維持しつつ、「安心して過ごせる学校づくり」の文言へ整

理した。 

・小中一貫教育の推進を明記した。 

・小山高校の魅力化を意識し、「０歳から１８歳までの一貫した教育」を明記した。 
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（８）スポーツ・レクリエーション活動の振興 

  ・町民が運動習慣を身に着け、心身ともに健康になり、地域の一体感や活力の向

上につながることを目指します。 

・観る・実践する・交流する機会の充実と、誰でも気軽にスポーツ・レクリエー

ションを楽しめる環境づくりを進めます。 

・選手、団体、指導者など、スポーツ活動を支える人材を育成し、その活動を支

援します。 

 

 

改正のポイント 

・町民の参加機会を具体化するため、スポーツへの関わり方を「観る・実践する・交流す

る」機会の充実として明記した。 
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（件名） 小中一貫校化の進捗状況について                  

 

１ 経 過 

【令和６年度】 

《会議》 

令和７年 １月 21 日 小山町総合教育会議にて、小中一貫校化の方針の確認 

令和７年 ３月 18 日 議会議員懇談会にて説明 

《視察》 

令和７年 ２月 ５日 福井県敦賀市立角鹿小中学校 

 

【令和７年度】 

《会議》 

令和７年 ４月 ３日 須走小中一貫校に向けた基本方針策定会議① 

令和７年 ５月 ９日 須走小中一貫校に向けた基本方針策定会議② 

令和７年 ７月 22 日 第１回須走小中一貫校設立検討会議 

令和７年 12 月 24 日 第２回須走小中一貫校設立検討会議 

《地域説明会》 

令和７年 ５月 21 日 須走小中一貫校化についての地域説明会 

令和７年 ８月 ５日 小山中・北郷中学校区の区⾧に一貫校化について説明 

令和７年 12 月 17 日 北郷中学校区小中一貫校化地域説明会 

会議事項（２） 
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令和７年 12 月 18 日 小山中学校区小中一貫校化地域説明会 

《視察》 

令和７年 ９月 ３日 ⾧野県信濃町立信濃小中学校視察 

令和７年 12 月 ９日 大阪府堺市立さつき野学園視察 

令和７年 12 月 22 日 福島県福島市立松陵義務教育学校視察 
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２ 須走小中一貫校化について 

（1）須走小中一貫校設立検討会議の設置 

①構成員:地区区⾧会⾧、主任児童委員、あざみの会、小・中ＰＴＡ 会⾧、 

富士学校総務部、浅間神社宮司、支所⾧、小・中・こ職員、教育次⾧ 

 ②検討事項 小中一貫校の学校運営、教育内容に関すること。 

       その他小中一貫校に関して必要なこと。 

 ③専門部会 専門的な事項を調査研究するために置く。 

      （総務部会、学校運営部会、ＰＴＡ部会、施設関係部会） 

 

（2）専門部会での検討 

① 総務部会 

  ア 通称名 「小山町立須走小中一貫校」とする 

   ・通称名（法的な「校名」とは別の名前で一般に知らしめる名前） 

定着しやすい名前としたい。 

   ・「須走小中学校」よりも「須走小中一貫校」の方が一貫教育を行っている
ことを一般に知らしめることができる。 

   ・「一貫学校」よりも「一貫校」と呼ぶことが多くなると予想される。 

 

  イ 校章  小学校と中学校の校章を、現状のまま使用 

   ・中央に地域のシンボル「富士山」をかたどり、周りに雪の結晶をあしらっ

た。富士山のように気高くおおらかに、雪のように清らかにとの願いがデザ
イン化されている。 

・小学校、中学校共に昭和 25 年に校章が制定された。２つのデザインは似
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ており、開校の段階で「小中一貫校としての校章」を全く新しいデザインで
作成する必要はない。 

小学校記念誌    小学校記念門    中学校昇降口   中学校制服 

  ウ 学年制度  ６・３制とし、呼び名を「小学部」「中学部」とする 

   ・中学校１年生を「７年生」、中学校２年生を「８年生」、中学校３年生を「９
年生」と呼ぶ 

 

  エ 儀式的行事   

儀式名 実施日 参加者等 

始業式 入学式の前 ２～９年生 

入学式 

 小学校体育館 
 

１～９年生 

（１・９年生手つなぎ入場） 

１年生保護者 

中学部開始式 入学式の翌日等 

学年集会形式で実施する 

７年生 

７年生保護者（希望者のみ） 

来賓は呼ばない 

 

↓ 

 

 

↓ 

 

 

↓ 
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小学部修了式 卒業式の前日等 

学年集会形式で実施する 

６年生 

６年生保護者（希望者のみ） 

来賓は呼ばない 

修了式 卒業式の前 １～８年生 

卒業式 

 中学校体育館 
 

１～９年生 

９年生保護者 

   ・儀式的行事を合同で実施することは、子供たちにとって、９年間を通し 

   た学びを強く意識する機会になる。 

   ・入学式と卒業式における児童生徒（在校生）の参加体制は、来年度の準備
が進む中で無理のないように適宜変更していく。 
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  オ 開校式  令和９年４月 

   ・先進校から、４月に開校式を実施するのは負担がかかったと聞いている。
しかし、子供にとって、開校を強く意識するために、開校時の４月を逃さず

に実施する。開校式は、校⾧挨拶、来賓祝辞、児童生徒代表の言葉を中心と
した簡素なものとし、教職員や子供にとって過重負担とならないようにする。 

 

  カ 校旗  現在の校旗を小学部、中学部でそれぞれ使用 

   ・入学式、卒業式は、小学部と中学部の校旗を並べて置く。 

・小学部修了式は、小学部の校旗を会場に置く。 

・中学部開始式は、中学部の校旗を会場に置く。 

 

  キ 校歌  現在の校歌を小学部、中学部でそれぞれ使用 

   ・入学式で小学部の校歌、卒業式で中学部の校歌を歌う。 

   ・須走小学校と須走中学校は、一つの小学校と一つの中学校による一貫校化
のため、どちらかの校歌を採用するのは不自然である。 

・両方歌ったり、片方だけを歌ったり、状況によって考える。 

   ・今後、施設設備面等で動きがあった時に合わせて新校歌を制定することを

考えてもよい。 

 

② 学校運営部会 

  ア 小学校、中学校の日課について 

   ・現状における週時程、日課等の情報共有 

 

  イ 令和 9 年度に向けた教育課程編成について 
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   ・共同実施する行事や週時程、日課等に関する検討 

    ※町内統一の週時程や日課を令和 8 年度から採用予定 

 

  ウ 制服の変更についての検討 

   ・詰襟、セーラー服からブレザー型への変更 

   ・ジェンダー問題、気候（酷暑、寒冷）に対する対応などを考え、ブレ 

ザー型を採用 → 制服製造業者の選定（11 月 13 日に実施） 

 

  エ 今後の検討内容 

   ・行事予定について 

     小・中学校における令和 8 年度教育課程編成と共に、令和 9 年度に向
けた行事予定等に関する検討を行う。小・中学校の統一された日課や行事

の実施などを踏まえ、教職員からも意見をもらう。 

  ・制服の変更について 

     スクールカラーの決定を踏まえ、制服製造業者からデザイン案の提案を
受ける。その案を元に、児童生徒からの意見、学校側の考えなどを考慮し、
最終検討を行う。制服の検討と同時に、ジャージについてもデザイン変更

を行う予定。制服と同様の手順で、年度内にデザイン案を決定する。 

 

③ ＰＴＡ部会 

  ア 組織 

   ・基本的には一つの組織にする 

    運動会等の行事がまとまらない場合は、役員の負担が増えるので一つの組
織にするのは難しい可能性あり。（学校運営部会との調整） 
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  イ 今後の検討内容 

   ・規約の見直し    ・編成 

   ・何年役とするのか  ・会計  等 

 

④ 施設関係部会 

  ア 児童・生徒・教師の移動通路 

   ・安全面を考え児童・生徒の移動を簡素化する。⇒渡り廊下の新設 

 

  イ 職員が一同に会して会議・研修ができる部屋 

   ・中学校のコンピューター室や小学校の視聴覚室を整備 

 

  ウ 防火・防犯設備 

   ・安全を最優先とし、防火・放送設備の共通化 

   ・内線電話の拡大を検討 

 

３ 北郷中学校区一貫校化について 

（1）北郷小・中学校運営協議会との連携 

   それぞれの学校運営協議会との連携を密にする。 

（2）北郷小・中一貫校化本部会の設置 

   小・中学校の校⾧、教頭、教務主任で、令和９年度から始まる一貫校化の準

備に向けて協議する場を設け、両学校間でできることはどんどん進めるという
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方針を共有した。 

（3）今後の取組 

① 小・中学校の単年度目標である「合言葉」を統一 

    北郷小中の合言葉を「学びをたのしみ 心をつなぐ」とした。 

  ア 子供主体の授業をとおして子供たちが学びを楽しむ。 

  イ お互いを大切にする心を持ち、一人一人の子供が、友だち、先生、保護者、

地域の方とつながる。 

 ② 小・中学校で連携して行う教育活動の設定 

  ア 小・中合同引渡し訓練 

  イ 小・中合同フリー参観日（年１回） 

   ・地域住民やこども園保護者にも声をかけ、興味のある校種の授業を誰もが

参観できる仕組みにする。 

  ウ 小・中教職員による情報交換会（年２回） 

   ・町内日課で想定している木曜日の放課後を活用する。 

   ・小・中の教職員が互いの学力観を共有し、連携を意識した授業を実践する。 

  エ 中学校職員による小学校６年生への指導 

・中学校教諭が小学校の授業に乗入れ、中学校入学までに準備しておきたい

ことや心構え等を話す。 

オ 小学校６年生を対象とした部活動・諸活動の見学（10 月に２回程度） 

・小学校６年の希望者が中学校の部活・諸活を参観できる日を設定する。10

月に設定することで、今後の見通しを持った生活に生かす。 
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カ 中学校の授業参観（小学校職員対象） 

・サキドリ裁量アである中学校金融の授業を小学校職員が参観する。まずは、

管理職から行う。 

 

４ 小山中学校区一貫校化について 

（1）小山中校区４校交流推進委員会・研修会の設置 

 ① ねらい 

  ・４校の教職員が協力・連携し、９年間を見通した⾧いスパンで、児童・生徒

を見守り、支援していく。 

・児童・生徒及び、４校の教職員の交流活動を「系統的」かつ「継続的」に実

施し、児童・生徒の学習に対する興味・関心を高め、自ら学ぶ意欲を育てる。 

・保護者への啓発や交流活動から「中学校」を理解し、児童や保護者が中学校

生活に対する不安を取り除き、夢と希望にあふれる進学を実現する。 

 ② 運営組織 

   ・会⾧ 小山中学校⾧ 

   ・副会⾧ 成美小校⾧ 明倫小校⾧ 足柄小校⾧ 

   ・事務局⾧ 小山中教頭 

   ・推進委員 小山中教頭 成美小教頭 明倫小教頭 足柄小教頭 

   ・推進委員会 事務局⾧ 推進委員、（必要に応じて、教務主任出席） 

   ・低・中・高学年部 小中連携部 

 ③ 具体的な活動 
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  ア 各校共通の取組 

   ・聴くこと あいさつ（相手意識をもって） 

  イ 活動内容 

   ・５月 12 日        中１授業公開、情報交換会 推進委員会① 

   ・５月 16 日        第１回小学校部学年部会 

   ・６月 25 日・26 日 宿泊体験学習（５・６年 青少年交流の家） 

   ・ ７月 25 日        懇親会 

   ・ ８月 ８日       推進委員会② 

   ・10 月 16 日       小学校３校交流会（3.4 年部 合唱交流会 合同体育） 

   ・10 月 24 日       小学校３校交流会（５年部 道徳授業） 

   ・11 月 ６日        小山中校区防災教育連絡会議 

・ １月 16 日        第２回小学校合同学年部会 

    ・ １月 22 日        出前授業（中学校教員 足柄小へ 音楽授業）  

    ・ ２月 ４日       ４校次年度行事日程打合せ 

    ・ ２月  ５日      ３小学校交流会 

    ・ ２月  ５日      小山中学校新入生入学説明会（中 1・6 年合同授業） 

    ・ ２月 20 日        出前授業（中学校教員 成美小へ 音楽授業） 

    ・ ２月 24 日        推進委員会③ 

    ・ ２月 25 日        出前授業（中学校教員 明倫小へ 音楽授業） 

   ・ ３月 12 日        中学３年生母校訪問 
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    ・ ３月 25 日        新１年生学級編成会議・情報交換会 

 

５ 今後の進め方 

（1）ここまでの確認事項 

  〇 令和９年度より、小山中校区・北郷中校区は「分離型小中一貫校」とする。 

   須走中学校区は「一体型小中一貫校」とする。⇒ 学校管理規則の改正 

  〇 地域説明会を中学校区ごとの一貫校化の進捗状況に合わせて実施する。 

また、広報おやま等により周知に努める。⇒ 地域協力体制の構築 

（2）令和８年度からの見通し 

  ＜小山中・北郷中学校区＞ 

〇 「分離型」での一貫校化により、『一貫校化』というよりも『一貫教育』の 

推進に努める。このとき、教職員による授業改善のみならず、地域の協力に 

よる小中連携行事、小小連携行事、小中地域連携行事等の検討を開始する。 

⇒ 学校、学校運営協議会間での話し合いで進める。 

    〇 児童生徒数の減少や校舎の老朽化等を踏まえ、「一体型」への見通しを模 

索する。併せて、小中の別々の学校運営協議会のあり方の検討に入る。 

⇒ 学校及び学校運営協議会、教育委員会間で、学校運営協議会組織の改編、 

また、必要に応じて、小中一貫校設立検討会議を立ち上げ、具体的な「一 

体型」への移行を模索する。 

＜須走中学校区＞ 

〇 須走小中一貫校設立検討会議及び専門部会での決定事項を学校運営協議 

会や須走地区区⾧会等で共有し、令和９年度開校に向けた具体的な諸準備を 
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進める。 

⇒ 令和９年開校時までに決定すべきこと、９年度以降に検討が必要なこと 

について、須走小中一貫校設立検討会議において整理し、順次、改善して 

いく。 












